
「千里ニュータウンのまちづくり指針」チェックリスト 

チチチチ    ェェェェ    ッッッッ    クククク    リリリリ    スススス    トトトト                                        様式様式様式様式    ２２２２    

ⅠⅠⅠⅠ    基本的なことがら基本的なことがら基本的なことがら基本的なことがら    

チチチチ    ェェェェ    ッッッッ    クククク    項項項項    目目目目 工工工工    夫夫夫夫    しししし    たたたた    ここここ    とととと    がががが    らららら    

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―1111 みどり豊かでゆとりある良好 

な住環境 

 

Ⅰ―1 計画地内部の緑化だけではなく、隣地や道路

付近の法面も可能な限り緑化を行い、良好な住環境の

維持に努めます。 

 

Ⅰ―2 高齢者向けの共同住宅を計画していますが、

入居者が心豊かに生活できるように良質な住空間を

目指します。  

 

Ⅰ―3 入居者が利用する動線はバリアフリーで計画

しています。 

 

Ⅰ―4 オートロックや防災倉庫の設置など、防犯・

防災に留意した計画を行います。 

 

Ⅰ―5 計画地内の一部で行う屋上緑化による雨水の

浸透化の他、省エネに配慮した機器の選定を行いま

す。 

 

Ⅰ―6 建物高さ、道路と並行の建物配置は周辺建物

と同様のものであり、周辺建物と調和したボリューム

で計画しています。 

 

Ⅰ―7 近隣公園の緑に映えるオフホワイト系の色合

いとしつつ、落ち着きと品のある外観デザインとして

います。 

 

Ⅰ―8 交差点と建物の距離をとることで、道路から

建物を見た際の圧迫感の軽減に努めます。 

 

Ⅰ―9 自治会・近隣住民の方々と協議を行いつつ、

良好な住環境を計画しています。 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―2222  多世代が定住でき、永く住 

み続けられ心の豊かさにも 

つながる、まちづくり 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―3333  ユニバ－サルデザイン等 

の導入 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―4444 安心・安全の生活の確保 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―5555 都市の熱環境への負荷の低減 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―6666 地形を活かし、遠景や近景を 

眺めメリハリのあるまちづくり 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―7777 魅力ある場所をつくる 

デザイン 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―8888 美しく開放された空間づくり 

Ⅰ―

Ⅰ―Ⅰ―

Ⅰ―9999 地区計画や建築協定などの 

積極的活用 
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Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―1

11

1 地形を活かし、魅力ある住宅地景観 

をつくることやまちなみの連続性への

配慮 

擁壁Ｈ＝ 1～5 ｍ・Ｌ＝ 240 ｍ 

法面Ｈ＝ 0～3.5 ｍ・Ｌ＝  616  ㎡ 

可能な限り擁壁を低くして法面を設けます。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―2

22

2 高さ、容積率、建ぺい率について 

最高高さ 30.59 ｍ・容積率 199.50 % 

建ぺい率 34.72 % 

隣棟との間隔  ― ｍ 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―3

33

3 近隣の建物の配置状況への配慮 

計画地は低層住宅地と隣接していませんが、

後退距離の確保を近隣への配慮としてます。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―4

44

4 周辺から見た都市景観への配慮 

周辺へ圧迫感を与えないよう後退距離を確保

しつつ、隣地際に中高木を植樹する計画です。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―5

55

5 オ－プンスペ－スや緑化スペ－スと

歩行者動線 

庭園や歩行者動線を確保しつつ、道路から連

続性のある空間になるよう効果的な植栽を計

画します。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―6

66

6 建物の外壁面の後退の指標 

外壁面後退 

道路から 5 ｍ・隣地から 5 ｍ 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―7

77

7 有効空地の指標 

歩道設置（無） 

敷地内空地 58.9  % 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―8

88

8 敷地面積の規模の指標等 

該当なし 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―9

99

9 防犯性の高い良質な住宅ストック 

オートロックや防犯カメラを設置することで

防犯に配慮した計画としています。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―10

1010

10 景観デザイン 

近隣公園との協調を意識した色合い・デザイ

ンとすることで、周辺の緑豊かで落ち着いた

街並みとの調和を計画します。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―11

1111

11 まちの庭園化 

路面より位置にある法面に植栽を設けること

で道路からみた際に、通常よりも強くみどり

の印象を与えられるよう計画します。 

Ⅱ

ⅡⅡ

Ⅱ―

――

―12

1212

12 工作物などの作り方 

フェンスＨ＝   2.1 ｍ・Ｌ＝  125 ｍ 

塀 Ｈ＝    ― ｍ・Ｌ＝  ― ｍ 

＊このチェックリストに書ききれない場合は、別紙に記入し添付してください 


